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第 53回かわさき科学技術サロン 

「純国産量子コンピューターの挑戦」を開催します！ 

 
「かわさき科学技術サロン」は、科学技術関連の研究開発機関が集積する川崎市の地域特性を生かし、

中小・ベンチャー企業や大企業、大学・研究機関等の研究者・技術者等が互いに顔の見える交流を行い、

川崎発のイノベーションを促進していくことを目的に、平成 18年度から開催しています。 

今回は、量子コンピューターをテーマに、今年夏に稼働を開始し、大阪・関西万博においても話題と

なった「純国産量子コンピューター」開発の中心的存在である、大阪大学の根来誠教授をお招きし、研

究の進展や企業の役割をご紹介いただくとともに、共同開発を担う川崎市内の川島製作所・オータマ・

富士通とのトークセッションを通じて、今後の展望をお話しいただきます。 

 

１ 開催概要 

日 時：令和 7年 11 月 26日(水) 17:00～20:00 

会 場：Uvance Innovation Studio 

（川崎市幸区大宮町 1-5 JR川崎タワー26階） 

プログラム：17:00 ～ 18:15 ご講演・トークセッション 

18:15 ～ 18:50 質疑応答・意見交換 

18:50 ～ 20:00 交流会／名刺交換会 

参加費：講演会への参加：無料 

交流会への参加：2,000円  ※いずれも事前申込制 

主 催：川崎市 

２ 内容 

テーマ：純国産量子コンピューターの挑戦 ―日本発の技術革新と産業連携― 

 （１）講演会 

講 師：根来 誠 氏 

大阪大学量子情報・量子生命研究センター 教授・副センター長 

（２）トークセッション 

ゲスト：根来 誠 氏 

榊原   満 氏 株式会社オータマ 研究開発部 主管技師長 

川原 祐紀 氏 株式会社川島製作所 技術開発センター 主席 

五木田 駿 氏 富士通株式会社 量子研究所 研究員 

３ 申込方法（事前申込必須） 

  オンライン（https://logoform.jp/form/FUQz/1279051）にて受付 

  申込期限：令和 7年 11月 21日(金)まで 

※交流会の参加申込期限は、準備の都合上、11 月 19日(水)まで 

【問合せ先】 

川崎市経済労働局イノベーション推進部 藤本 

電話：044-200-3895 

7 月に稼働開始した純国産量子コンピューター 

出典：大阪大学 QIQB 

参加申込フォーム 

https://logoform.jp/form/FUQz/1279051
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未来をつくる、科学者・技術者のための異分野交流イベント

量子コンピューターは、既存の計算機では不可能な高速計算を可能にし、社会や産業のあり方を
根本から変える可能性を秘めています。国内企業の先端技術を結集した「純国産量子コンピュー
ター」開発は、日本の研究力と産業界の総合力を示す挑戦です。今年7月には、大阪大学において、
すべての部品とソフトウェアを日本製で構成した超伝導量子コンピューターが初めて稼働。大阪
大学の根来誠教授を中心に、川崎市内の川島製作所・オータマ・富士通をはじめとする企業が協働
し、まさに“オールジャパン”体制で実現しました。8月には大阪・関西万博の企画展で実機パーツ
が展示され、日本のものづくり技術が研究の最前線と文化をつなぐ象徴的な成果となっていま
す。今回のサロンでは根来教授をお招きし、研究の進展や企業の役割を紹介するとともに、3社と
のトークセッションを通じて今後の展望をお話しいただきます。
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